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自校作成学力検査の概要について 

 

 

令和３年度岡山県立岡山朝日高等学校入学者選抜のための自校作成学

力検査の結果等について、取りまとめました。 

 本校は、入学者選抜において、社会、理科の問題については、県立高等

学校の共通問題を実施し、国語、数学、英語の問題については、自校で独

自に作成しています。その趣旨は、受検者の学力や適性等に、よりきめ細

かく応じた選抜を実施するためであり、自校作成問題（独自問題）の内容

は、受検生に対する本校からのメッセージでもあります。 

 新入生は、独自問題について感じたことのアンケートに、次のように答

えています。 

・独自問題ときちんと向き合ったことで、中学校で学習した内容をよ

り深く理解できた。 

・朝日高校の入学者に対する期待が伝わった。 

・さらに高みを目指すという意欲と覚悟を試すものとして良いもの

だと思う。 

・難しい問題を自力で解けたときが一番嬉しかった。 

本校として、独自問題に関して是非中学生に伝えたいことは、次のとお

りです。 

・今この問題が解けないからといって諦めないでください。これから

の努力が大切です。 

・この問題を解こうとする学習がその人の今後の学力を飛躍的に伸

ばします。 

・中学校の授業を大切にして、基礎を定着させてください。分かるだ

けでなく、出来るまで繰り返してください。 

・高校入試はゴールではありません。高校入試のためだけの対策にな

らないよう、高校での学習をこなす基礎力を身に付けておくことが

大切です。 

このまとめには、学力検査結果の概要、出題のねらい、応答状況、検査

問題、解答用紙、解答例を収録しています。今後の学習に十分活用してい

ただければ幸いです。 

なお、本校ホームページ「入試情報」に、平成１６年度からの独自問題

を掲載しています。           

 

県立岡山朝日高等学校 校長 竹田義宣 



令和3年度一般入学者選抜の自校作成学力検査結果の概要

第１表　学校別受検状況

岡山朝日

国　語 数　学 英　語

受検者数（人） 373 373 373

第２表　学校別最高、最低、平均点（１００点法換算）

岡山朝日

国　語 数　学 英　語

最　高　点 82.9 100.0 94.3

最　低　点 32.9 15.7 14.3

平　均　点 60.8 61.6 57.4

第３表　素点分布一覧表（１００点法換算）

教科 岡山朝日

段階（点） 国　語 数　学 英　語

９７．６～１００　 0.0 0.5 0.0

９２．６～９７．５ 0.0 1.1 0.8

８７．６～９２．５ 0.0 0.8 1.3

８２．６～８７．５ 0.3 2.9 3.8

７７．６～８２．５ 1.6 3.2 4.3

７２．６～７７．５ 7.8 9.7 8.3

６７．６～７２．５ 11.5 12.1 8.0

６２．６～６７．５ 24.1 17.2 12.9

５７．６～６２．５ 19.0 12.1 9.1

５２．６～５７．５ 19.6 18.2 14.7

４７．６～５２．５ 9.1 10.2 9.7

４２．６～４７．５ 5.1 7.5 9.4

３７．６～４２．５ 0.8 2.4 4.6

３２．６～３７．５ 1.1 1.6 6.7

２７．６～３２．５ 0.0 0.3 3.2

２２．６～２７．５ 0.0 0.0 1.9

１７．６～２２．５ 0.0 0.0 0.8

１２．６～１７．５ 0.0 0.3 0.5

　７．６～１２．５ 0.0 0.0 0.0

　２．６～　７．５ 0.0 0.0 0.0

　　　０～　２．５ 0.0 0.0 0.0

計 100 100 100

平　　　均 60.8 61.6 57.4
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出題のねらい 

 

ア 全般的なねらい 

思考力や想像力を働かせて国語を正確に理解し、的確に表現する力をみ 

るために、国語の基礎的・基本的事項を中心として幅広く出題した。 

 

 

イ 問いごとのねらい 

 １ インゴルドというイギリスの人類学者が述べた「直線的な生き方と曲線

的な生き方」という言葉を紹介することで、共感と共鳴というふたつの人

間関係を説明し、私たちが差異にあふれた世界をともに生きていくために

は、他者と出会うことで変化していく自分を喜びとする心構えが必要だと

説いた説明的な文章によって、言葉の知識・意味、文章構成を考慮しつつ

内容や筆者の主張を読み取る力をみるとともに、それを的確に表現する力

をみる。 

 

 

  ２ 「古今和歌集」に収録される凡河内躬恒の短歌を、闇のなかで視覚が制限  

されると梅の香を嗅覚によってとらえ、他の感覚も研ぎ澄まされることで、  

我が身と外界とが一体化する至福の感覚を歌ったものと解釈する文章を読

むことで、古典に関する基本的な知識や内容を読み取る力をみるとともに、

古典の中に息づく清新で豊かな人間の感覚の世界をとらえ、それを的確に

表現する力をみる。 

 

 

  ３ 一つの芸事に懸命に打ち込み、その後に豊かな人生を開いた母の生き方

を知ることで、十七歳の小萩が、一度は諦めかけた自らの夢に向けて歩み

はじめる覚悟を固めるという場面を描いた文学的文章を読むことで、文章

の表現や構成に配慮しながら登場人物の心情を想像力を働かせつつ読み取

り、それを的確に表現する力をみる。 

 

 

 



R03　　一般入学者選抜　　　自校作成問題　応答率
配点 正答 部分点 誤答 無答

①c 2 88.7 0.0 11.0 0.3 88.7

①d 2 96.0 0.0 3.8 0.3 96.0

①f 2 57.6 0.0 42.1 0.3 57.6

② 4 2.9 94.4 2.7 0.0 64.0

③ 3 70.8 0.0 29.2 0.0 70.8

④ 3 54.7 0.0 45.3 0.0 54.7

⑤ 2 72.9 1.1 25.7 0.3 73.7

⑥ 7 0.0 84.5 12.1 3.5 25.8

① 2 46.4 1.9 50.7 1.1 47.3

② 2 97.3 0.0 2.7 0.0 97.3

③ 2 66.5 0.0 33.5 0.0 66.5

④ 2 78.3 0.0 21.4 0.3 78.3

⑤ 3 44.0 0.0 55.8 0.3 44.0

⑥ 7 0.0 80.2 16.1 3.8 31.3

①a 2 94.9 0.0 5.1 0.0 94.9

①b 2 47.5 0.0 52.5 0.0 47.5

①e 2 98.9 0.0 1.1 0.0 98.9

② 2 63.8 0.0 36.2 0.0 63.8

③ 3 85.0 0.0 15.0 0.0 85.0

④ 5 5.6 72.7 19.8 1.9 39.1

⑤ 3 95.7 0.0 4.3 0.0 95.7

⑥ 5 0.3 96.2 2.1 1.3 49.4

⑦ 3 94.6 0.0 5.4 0.0 94.6

正　答＝正答としたもの（％）

部分点＝部分点を与えたもの（％）

誤　答＝誤答としたもの（％）

無　答＝無答（％）

2

3

51.7

57.8

69.6

国語 得点率

1

60.8
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（
１
）

国 語

(
45
分
)

１ 次 の 文 章 を 読 ん で 、 ① ～ ⑥ に 答 え な さ い 。

【 著 作 権 の 関 係 か ら 設 問 の み 】

（ 松 村 圭 一 郎 「 は み だ し の 人 類 学 と も に 生 き る 方 法 」 ）

ま つ む ら け い い ち ろ う

注 ） イ ン ゴ ル ド … … Tim Ingold 一 九 四 八 ～ イ ギ リ ス の 社 会 人 類 学 者 。

① の 部 分 ⓒ 、 ⓓ 、 ⓕ を 漢 字 に 直 し て 楷 書 で 書 き な さ い 。

ⓐ

② 「 思 考 の ト レ ー ニ ン グ 」 と は ど う す る こ と か 。 傍 線 部 以 前 の 言 葉 を 用

い て 、 三 十 五 字 以 内 で 答 え な さ い 。

ⓑ

③ 「 落 と し 穴 」 に つ い て 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア ～ エ の

う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア 行 動 の 意 味 を 重 視 す る 姿 勢 に 偏 り 、 目 標 達 成 ば か り を 追 う こ と 。

イ 行 為 の 意 義 を 問 う 姿 勢 に 欠 け 、 過 程 に お け る 価 値 を 軽 視 す る こ と 。

ウ 効 率 的 な 目 標 達 成 を 求 め る あ ま り 、 目 標 の 意 義 に 鈍 感 に な る こ と 。

エ 行 為 の 手 段 や 過 程 を 重 視 す る あ ま り 、 目 標 の 価 値 を 見 失 う こ と 。

ⓔ

④ 「 差 異 を … … つ な が り 』 」 に つ い て 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の

は 、 ア ～ エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア 自 己 と 他 者 の 差 異 に 自 覚 的 に な る こ と で 両 者 の 輪 郭 が 明 確 に な り 、

自 分 自 身 の 存 在 を 安 心 し て 受 け 入 れ ら れ る よ う に な る こ と 。

イ 自 己 と は 異 な る 他 者 に よ っ て 自 己 の 存 在 が 揺 り 動 か さ れ 、 そ の あ り

よ う が 意 識 化 さ れ る こ と で 他 者 に 違 和 感 を 覚 え る よ う に な る こ と 。

ウ 異 質 な 他 者 と の 差 異 に よ っ て 自 己 の 存 在 が 意 識 化 さ れ 、 自 己 と 同 質

の 他 者 に よ っ て 肯 定 さ れ る 自 己 を 希 求 す る よ う に な る こ と 。

エ 他 者 に 承 認 さ れ る 自 己 を 肯 定 す る こ と で 他 者 と 自 己 の 差 異 が 意 識 さ

れ 、 異 質 な も の や 自 己 の 変 化 を 拒 否 す る よ う に な る こ と 。

⑤ Ｘ 、 Ｙ に 共 通 し て 入 る 適 当 な 二 字 の 言 葉 を 、 文 章 中 か ら 抜 き

出 し て 書 き な さ い 。

ⓖ

⑥ 「 他 者 と … … 方 法 」 と あ る が 、 そ の 「 方 法 」 と は ど う す る こ と か 。 文

章 全 体 を ふ ま え て わ か り や す く 説 明 し な さ い 。

２ 次 の 文 章 を 読 ん で 、 ① ～ ⑥ に 答 え な さ い 。

【 著 作 権 の 関 係 か ら 設 問 の み 】

（ 篠 田 治 美 「 和 歌 と 日 本 語 」 ）

し の だ は る み

注 ） 馥 郁 た る … … よ い 香 り が た だ よ う さ ま 。

ふ く い く

ⓐ

① 「 か や は か く る る 」 を 、 鑑 賞 文 を 参 考 に 、 漢 字 仮 名 交 じ り 文 で 書 き な

さ い 。

② ㋐ ～ ㋓ の の の う ち 、 他 の 三 つ と は た ら き が 異 な る も の は ど れ で す か 。

一 つ 答 え な さ い 。

ⓑ

③ 「 姿 」 と い う 言 葉 は 、 和 歌 の ど の 語 の 意 味 に 当 た る か 。 和 歌 か ら 抜 き

出 し て 書 き な さ い 。



国
（
２
）

④ ⓒ に 入 る 言 葉 と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア ～ エ の う ち で は ど れ で す

か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア 言 い 分 イ 理 由 ウ 言 い 訳 エ 道 理

ⓓ

⑤ 「 論 理 の 光 」 に つ い て 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア ～ エ の

う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア 明 る さ は 、 事 物 の 詳 細 な 情 報 を 与 え 、 知 性 の 働 き を 活 性 化 さ せ る 。

イ 明 る さ は 、 視 覚 に よ る 事 物 の 客 観 的 な 理 解 を 可 能 と す る 。

ウ 明 る さ は 、 視 覚 に よ る 分 析 を 可 能 に し 、 主 観 的 理 解 を 補 う 。

エ 明 る さ は 、 感 覚 を 研 ぎ 澄 ま し 、 事 物 を 区 別 す る よ う に 促 す 。

ⓔ

⑥ 「 全 身 的 … … 扉 が 開 く 」 と あ る が 、 こ れ は ど う い う こ と か 。 わ か り や

す く 説 明 し な さ い 。

３ 次 の 文 章 を 読 ん で 、 ① ～ ⑦ に 答 え な さ い 。

【 著 作 権 の 関 係 か ら 設 問 の み 】

（ 中 島 久 枝 「 な ご り の 月 」 ）

な か し ま ひ さ え

注 ） 千 代 吉 か あ さ ん … … お 時 の 三 味 線 の 師 匠 。

① の 部 分 ⓐ 、 ⓑ 、 ⓔ の 漢 字 の 読 み を 書 き な さ い 。

② ⓒ に 入 る 言 葉 と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア ～ エ の う ち で は ど れ で す

か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア 鼻 っ 柱 の 強 さ イ 意 気 地 の な さ ウ 肝 の 太 さ エ 頭 の 固 さ

ⓓ

③ 「 私 は … … 子 だ 」 と あ る が 、 こ の 表 現 か ら わ か る 小 萩 の 気 持 ち を 説 明

し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア ～ エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答

え な さ い 。

ア 強 く 憧 れ た も の に 懸 命 に 打 ち 込 み 、 そ の 後 豊 か な 人 生 を 手 に 入 れ た

母 を 誇 り に 感 じ 、 自 分 も 夢 に 向 か っ て 生 き て み た い と 考 え て い る 。

イ 一 番 大 切 な も の は 何 か 臨 機 応 変 に 判 断 し 、 人 生 を 切 り 開 い た 母 に 劣

等 感 を 抱 き 、 自 分 は 同 じ よ う に で き な い と 自 信 を な く し て い る 。

ウ 自 ら の 気 持 ち に 正 直 に 振 る 舞 い 、 努 力 し て 成 功 を 収 め た 母 の 期 待 に

応 え て 、 母 と 同 じ 菓 子 職 人 に な る 夢 を 叶 え た い と 決 心 し て い る 。

か な

エ 家 族 を 第 一 に 考 え て 三 味 線 を 捨 て 、 小 萩 た ち を 育 て て く れ た 母 に 感

謝 し 、 今 度 は 小 萩 が 家 族 の た め に 働 く 番 だ と 決 意 を 固 め て い る 。

ⓕ

④ 「 お 時 は … … 向 き 直 っ た 」 と あ る が 、 こ の と き の お 時 の 気 持 ち を わ か

り や す く 説 明 し な さ い 。

ⓖ

⑤ 「 お 時 は … … 笑 っ た 」 と あ る が 、 そ の 理 由 を 説 明 し た も の と し て 最 も

適 当 な の は 、 ア ～ エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア 幸 吉 の 冗 談 を 真 に 受 け て い る 小 萩 が か わ い く て 仕 方 な か っ た か ら 。

イ 小 萩 の 覚 悟 を 確 か め よ う と し た 幸 吉 と 図 ら ず も 同 意 見 だ っ た か ら 。

ウ 幸 吉 の 娘 を 行 か せ た く な い 気 持 ち が あ か ら さ ま だ と 思 っ た か ら 。

エ 小 萩 の 悩 み な ど お 時 の 若 い 頃 と 比 べ れ ば ち っ ぽ け な も の だ か ら 。

ⓗ

⑥ 「 今 年 は … … 歩 い て い く 」 と あ る が 、 こ の と き の 小 萩 の 気 持 ち を わ か

り や す く 説 明 し な さ い 。

⑦ こ の 文 章 の 表 現 と 内 容 に つ い て の 説 明 と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア ～ エ

の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア 小 萩 の 決 心 の 過 程 が お 時 の 視 点 か ら 時 間 を 追 っ て 描 写 さ れ て い る 。

イ 幸 吉 は 小 萩 の 夢 に 立 ち は だ か る 厳 格 な 父 親 と し て 登 場 し て い る 。

ウ お 時 の 言 動 は 小 萩 の 決 断 を 促 す も の と し て 効 果 的 に 描 か れ て い る 。

エ 江 戸 や 日 本 橋 と い う 地 名 が 物 語 に 生 き 生 き し た 印 象 を 与 え て い る 。



国 (
3)

検 号 校
願 解 答 用 紙

（
算
用
数
字
）

受 番 志 ※

注 意 ・ 字 数 が 指 定 さ れ て い る 設 問 で は 、 「 、 」 や 「 。 」 も 一 ま す 使 い な さ い 。

・ 解 答 欄 に 収 ま る よ う に 書 き な さ い 。 解 答 欄 一 行 に 複 数 行 に わ た っ て 書 い て は い け ま せ ん 。

１

① ⓒ

① ⓓ

① ⓕ

②
③

④
⑤

⑥

２ ①
②

③
④

⑤
⑥

３ ① ⓐ

① ⓑ

① ⓔ や し た

②
③

④
⑤

⑥
⑦



国 (
3)

検 号 校
願 解 答 用 紙

（
算
用
数
字
）

受 番 志 ※

注 意 ・ 字 数 が 指 定 さ れ て い る 設 問 で は 、 「 、 」 や 「 。 」 も 一 ま す 使 い な さ い 。

・ 解 答 欄 に 収 ま る よ う に 書 き な さ い 。 解 答 欄 一 行 に 複 数 行 に わ た っ て 書 い て は い け ま せ ん 。

１

① ⓒ 経 路

① ⓓ 境 界

① ⓕ 指 標

と も に 生 き る た め に 必 要 な 共 感 と 共 鳴 と い う

②

つ な が り 方 に つ い て 考 え る こ と 。

③ イ

④ エ

⑤ 直 線

他 者 に 共 感 し 、 他 者 か ら 承 認 さ れ る こ と で 自 己 を 肯 定 す る 一 方 で 、 他 者 に 共 鳴 し 、

⑥ 自 己 が 変 化 し て い く こ と を 喜 び と し て 、 差 異 を み ず か ら の 可 能 性 を 広 げ る も の と し

て と ら え る こ と 。

２ ① 香 や は 隠 る る

② イ

③ 色

④ エ

⑤ イ
闇 の な か で 外 界 を 対 象 化 す る 視 覚 を 離 れ る と 、 自 他 の 区 別 を し な い 嗅 覚 に よ っ て わ

⑥

が 身 と 外 界 は 一 体 と な り 、 優 し さ と 安 心 感 が 得 ら れ る と い う こ と 。

３ ① ⓐ ど ま

① ⓑ お り ふ し

① ⓔ つ い や し た

② ウ

③ ア
一 つ の こ と に 懸 命 に 取 り 組 む こ と で 、 小 萩 に 強 く 豊 か な 人 に な っ て 欲 し い と 望 み 、

④

覚 悟 を も っ て 一 歩 踏 み 出 す こ と を 促 す 気 持 ち 。

⑤ イ
不 安 で 頼 り な か っ た 一 年 前 と は 異 な り 、 や り 直 し の き か な い 今 こ の 時 を 菓 子 職 人 に

⑥

な る と い う 明 確 な 目 標 を も っ て 進 も う と 覚 悟 す る 気 持 ち 。

⑦ ウ



令和３年度 岡山県立岡山朝日高等学校入学者選抜学力検査［ 数学 ］ 

 

 

出題のねらい 

 

ア 全般的なねらい 

数と式、関数、図形、資料の活用に関する基礎的・基本的な概念や原理・

法則についての知識や理解の程度と、数学的な表現や処理の仕方、事象を数

理的に考察する力をみるために、各領域から幅広く出題した。 

 

 

イ 問いごとのねらい 

 １ 計算力と、各領域における基礎的な概念の理解の程度や、それらを活用

する力をみる。 

 

  ２ 問題文を正しく読み取り、未知数を設定することも含め、与えられた条件

を方程式で表現する力や、それを解く力をみる。 

 

  ３ 問題文やグラフを正しく読み取り、直線の方程式や２直線の交点の座標

を求める力をみる。 

 

 ４  座標平面上の点の座標、式、グラフの相互関係の理解の程度と、それら

をもとに図形の面積について考察する力をみる。また、その過程で１次方

程式や２次方程式を解き、条件を満たす解を求める力をみる。 

 

 ５ 三平方の定理や三角形の合同など平面図形についての学習内容の理解の

程度、活用する力をみる。また、３点を通る円の半径を求めるために、同一

円周上にある別の点に着目するという、図形について洞察する力をみる。 

 



R03　　一般入学者選抜　　　自校作成問題　応答率
配点 正答 部分点 誤答 無答

① 3 61.4 0.0 37.3 1.3 61.4

②(1) 3 93.8 0.0 6.2 0.0 93.8

②(2) 3 93.8 0.0 5.9 0.3 93.8

③(1) 3 96.8 0.8 2.4 0.0 97.3

③(2) 3 96.2 0.8 2.9 0.0 96.8

④ 3 61.9 0.0 37.3 0.8 61.9

⑤ 3 70.8 0.0 29.0 0.3 70.8

⑥ 3 22.3 0.0 67.6 10.2 22.3

2 6 86.6 12.9 0.5 0.0 91.9 91.9

3 6 56.3 15.3 21.2 7.2 65.7 65.7

①(1) 2 99.7 0.0 0.3 0.0 99.7

①(2) 2 92.5 0.0 7.5 0.0 92.5

② 5 63.3 14.2 20.9 1.6 69.0

③(1) 3 24.4 0.0 31.6 44.0 24.4

③(2) 4 5.1 0.5 25.7 68.6 5.4

① 2 97.6 0.5 1.6 0.3 97.9

② 5 45.6 50.9 1.6 1.9 67.4

③(1) 3 50.7 0.0 33.5 15.8 50.7

③(2) 4 14.2 0.0 48.5 37.3 14.2

④ 4 2.4 0.0 40.8 56.8 2.4

正　答＝正答としたもの（％）

部分点＝部分点を与えたもの（％）

誤　答＝誤答としたもの（％）

無　答＝無答（％）

数学 得点率

1 74.8

51.5

41.7

61.6

4

5



�注
意

��
１
　
特

に
指
示

が
な
い
限

り
，
答

え
に
� �
��
�
�が

含
ま
れ
る

と
き
は

，
�
��
�
�を

つ
け
た
ま
ま

で
答
え

な
さ
い

。

　
　
　
　
ま

た
，

�
��
�
�の

中
の
数

は
，
で
き

る
だ
け

小
さ
い

自
然
数

に
し
な

さ
い
。

　
　
��
�２

　
円

周
率
は
��
�を

用
い

な
さ
い
。

１
　
次

の
�①
�～
�⑥
�の
�

�に
適
当

な
数
を

書
き
な

さ
い
。

　
①
　
� ��

�

�
�

�
�

�
�

� �
�

� �
��

�

�
�

�
� �

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

� �
�

�を
計
算
す
る

と
�

�で
あ

る
。

　
②
　
��
�を

正
の
定
数
と

す
る
。

関
数
��
�

� �
�に

つ
い

て
，
��
�の

変
域

が
��

�
�
�
�
�で

あ
る

と
き
，
��
�の

変
域
は

�

�
�

�
�

�

　
　
��

�
�
�
�
�で

あ
る

。
こ
の

と
き
，
��
�
�

�
�
�

�，
�
�
�

�
�
�

�で
あ
る

。

　
③
�　

右
の

図
の
よ

う
に
，

正
五
角

形
��
�
�
�
�
�が

あ
る
。

直
線
��
�
�と

　
　
�直

線
��
�
�の

交
点
を
��
�と

す
る
と
，

�
�
�
�
�
�

�
�
�

� �
�で

あ
り

，

　
　

�
�
�
�
�
�

�
�
�

� �
�で

あ
る
。

　
④
　
�
，
�
，
�
�の
��
�人

が
じ
ゃ
ん

け
ん
を
��
�回

す
る
と
き

，
あ
い

こ
に
な

る
よ
う

な
��
�人

の
グ
ー

，
チ
ョ

キ
，

　
　
パ
ー
の

出
し
方

は
全
部

で
�

�通
り
あ

る
。

階
級
��
�

�
以

上
�
�
未

満

��
～

�
�

��
～

�
�

��
～

�
�

��
～

�
�

��
～

�
�

計

相
対

度
数

�
��
�

�
��
�

�
��
�

�
��
�

�
��
�

�
��
�

�
��
�

�
��
�
�

�
��
�
�

�
��
�
�

�
��
�
�

�
��
�
�

立 面 図 平 面 図

以
上

未
満

　
⑤
　
右
の

表
は
，

あ
る
ク

ラ
ス
の

生
徒

��
�
�人

の
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル

投
げ
の

記
録
を

整

　
　
理
し
相

対
度
数

で
表
し

た
も
の

で
あ
る

が
，
�
�
� �
� 以

上
� �
�
��
� 未

満
の

階
級
の

　
　
相
対
度

数
は
記

入
さ
れ

て
い
な

い
。
� �
記
録

の
大
き
い

方
か
ら

順
に
並

べ
た
と

き
，

　
　
��
��
�
�番

目
の
生

徒
の
記

録
が
含
ま

れ
る
階

級
の
階

級
値
は
�

��
�で

あ
る

。

　
⑥
　
��
�辺

が
��
��
�
�で

あ
る
立
方

体
を
あ

る
��
�つ

の
平
面

で
切
っ

て
で
き

　
　
た
立
体
��
�の

投
影
図

が
右
の

よ
う
に

な
る
と

き
，
立

体
��
�の

体
積

は

　
　

�
�

�
�

�で
あ

る
。

立
体
��
�の

投
影

図

２
　

地
域
の

祭
り
で

フ
ラ
ン

ク
フ
ル

ト
と
ラ
ー

メ
ン
の
��
�種

類
を
販

売
す
る
こ

と
に
し

，
�合

わ
せ
て
��
�
�
�食

を
準
備

　
し
た

。
仕
入

れ
値
は
��
��フ

ラ
ン

ク
フ
ル
ト

が
��
�本
��
�
�
�円

��
�フ

ラ
ン

ク
フ
ル

ト
��
�本

を
入
れ

る
容
器

が
��
�個
��
�
�円

，

　
ラ
ー

メ
ン
が
� �
� 杯
� �
�
�
� 円

，
�ラ

ー
メ

ン
� �
� 杯

を
入

れ
る
容

器
が
� �
� 個
� �
�
� 円

で
あ
っ

た
。
��そ

れ
ぞ

れ
容
器
に

入
れ

　
た
も

の
を
，

フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト

は
� �
� 本
� �
�
�
� 円

，
ラ

ー
メ
ン

は
� �
�杯
� �
�
�
� 円

で
販

売
し
た

と
こ
ろ

，
�準

備
し

た
も

　
の
は

す
べ
て

売
れ
���
売
り
上
げ

の
合
計

金
額
か

ら
仕
入

れ
値
の

合
計
金

額
を
ひ
く

と
��
�
�
�
�
�円

で
あ

っ
た
。

フ
ラ
ン

　
ク
フ

ル
ト
を

何
本
，

ラ
ー
メ
ン

を
何
杯

販
売
し

た
か
を

そ
れ
ぞ

れ
求
め
な

さ
い
。

�た
だ
し
���
答
え
だ

け
で
な

く
���
答

　
え
を

求
め
る

過
程
が

わ
か
る
よ

う
に
���
� 途

中
の

式
や
計

算
な
ど

も
書
き
な

さ
い
。

ま
た
���
消
費
税

は
考
え

な
く
て

よ

　
い
。

��
��
��
���
��
��
��
��
��
�
��
���
���
�
���
��
��
�
���
��
���
��
��
���
��
�

���� �
�
��分

��

�
���
�
��

３
　
太

郎
さ
ん

は
，
�家

か
ら
��
� �
�
� 離

れ
た
動
物

園
に
行

く

　
こ
と

に
し
た

。
� �太

郎
さ
ん

は
�家

を
出

発
し
て
か

ら
� �
�
� 分

　
後
に
� �
��
�
� の

地
点
，
�
�
�分

後
に
��
��
�
� の

地
点
を

通
過

　
し
，
�
�
�分

後
に
動
物
園

に
到
着

し
た
。

　
　
右

の
グ
ラ

フ
は
，

�太
郎
さ
ん
が

家
を
出

発
し
て

か
ら
の

　
時
間
��
�分

�と
道
の
り
��
��
�

�の
関

係
を
表

し
た
も

の
で
あ

　
る
。

家
か
ら

動
物
園

ま
で
の
道

の
り
の

途
中
に

地
点

��
�が

　
あ
り

，
地
点
��
�か

ら
動

物
園
ま

で
は
上

り
坂
に

な
っ
て

い

　
る
。
�家

か
ら

地
点
��
�ま

で
���
��地

点
��
�か

ら
動

物
園
ま

で

　
は
そ

れ
ぞ
れ

一
定
の

速
さ
で
進

ん
だ
と

し
て
，
� �
太

郎
さ
ん

が
地
点
��
�を

通
過
し
て

か
ら
動

物
園
に

到
着
す

る
ま
で

　
に
何

分
か
か

っ
た
か

を
求
め
な

さ
い
。

た
だ
し

，
答
え

だ
け
で

な
く
，
答

え
を
求

め
る
過

程
が
わ

か
る
よ

う
に
，
途

　
中
の

式
や
計

算
な
ど

も
書
き
な

さ
い
。

数
(
�
)
　

　
 
　

　
　

　
　

　
　
数

 
　

　
　
学

 
　
��
�
分
�



�
�

��

�

�

�
�

� �
�

�
�

�
�

� �
�

�

�
�

� �
�

４
　
右

の
図
の

よ
う
に
，
�
�つ

の
関
数
��
�

� �
�

�
，

�
�

� �
��
�
�は

定
数

��

　
の
グ
ラ
フ

が
��
�
� 座

標
が
� �
� で

あ
る

点
� �
� で

交
わ

っ
て
い
る

。
��
ま
た
，

　
点
� �
� を

，
原

点
� �
� を

回
転
の

中
心
と

し
て
� �
�
�
��
回

転
移
動

し
た
点

　
を
��
�と

す
る
。
次

の
�①

，
③
�は

�
�に

適
当

な
数
や

式
を
書

き

　
な
さ
い
。

�ま
た

���
�②

�で
は

答
え
だ

け
で
な
く

，
答
え

を
求
め

る
過
程

　
が
わ
か
る

よ
う
に

，
途
中

の
式
や

計
算
な

ど
も
書
き

な
さ
い

。

　
①
　
��
�

�
�

�
�

�で
あ

る
。
�ま

た
，
点
��

�の
��
�座

標
は
�

�
�

�
�で

　
　
あ
る
。

　
②
　
関
数
��
�
�

� �
��
に
つ

い
て
，
��
�の

値
が
��
�か

ら
��
�
�ま

で
増
加

す
る
と

き
の
変

化
の
割

合
を
��
�と

す
る

。

　
　
点
��
�を

通
り
，

傾
き
が

��
�で

あ
る
直
線

と
��
�軸

と
の

交
点
を
��

�と
す
る

と
き
，

�点
��
�の

座
標
を
求

め
な
さ

　
　
い
。

　
③
　
②
�の

と
き
，
�線

分
��

�
�，

線
分
��
�
�上

に
そ

れ
ぞ
れ

点
��
，
�
�を

��
�座

標
が
同
じ

に
な
る

よ
う
に

と
る
。
　

　
　
ま
た
，

点
��

�を
直
線
��

�
�上

に
，
� �

�
�
�
�
�
�
��
�と

な
る
よ
う

に
と
る

。
��
�点

��
，
�
�の

��
�座

標
を
��
�と

　
　
す
る
と

き
，
点
��

�の
��
� 座

標
は
��
�を

用
い
て
�

�
�

�
�と

表
せ
る
。
� ま

た
，

�△
�
�
�
�の

面
積
が
��
�と

な
る

　
　
と
き
，
��
�
�

�
�

�
�で

あ
る
。

�

�
�

�

�

�

５
　
� 右

の
図
の
よ

う
に
，
� 周

の
長

さ
が
��
�
�で

あ
る
平

行
四
辺

形

　
�
�
�
�
�が

あ
り
，
��

�
�
�
�
�
�
�で

あ
る

。
�
�か

ら
直
線
��

�
�

　
に
ひ

い
た
垂

線
と
直

線
��

�
�と

の
交
点

を
��

�と
し

，
直
線
��
�
�

　
上
に

��
�と

は
異
な

る
点

��
�を

��
��

�
�
�
�
�を

満
た

す
よ
う

に
と

　
る
。

次
の

�①
��
�③

� ��
④
�は

�
�に

適
当
な

数
を
書

き
な
さ

い
。

　
ま
た

��
�②

�で
は
指
示

に
し
た

が
っ
て

答
え
な

さ
い
。

①
　
�
�
�
�

�で
あ
る

。

②
　
�
�
�
�
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令和３年度 岡山県立岡山朝日高等学校入学者選抜学力検査［ 英語 ］ 

 

 

出題のねらい 

 

ア 全般的なねらい 

英語を聞くこと、読むこと、書くことについての基礎的・基本的な力をみ

るとともに、場面の状況や話し手や書き手の意向を正確に理解し、その情報

を自分の言葉で適切に表現する力をみるため、英語の言語活動の全領域に渡

って幅広く出題した。 

 

 

イ 問いごとのねらい 

 

 １ 卒業前の中学生がデジタルタイムカプセルで思い出づくりをしようと話

し合う場面の会話である。行事を企画する際の会話全体の流れを把握する

力と、ポスターを作成するにあたって要求される具体的な情報を聞き取る

力、聞き取った情報を正確に書く力をみる。また、与えられた条件のもとで

問いに対する答えと理由をまとめる問題では、論理的に考え判断する力、お

よび英語で表現する力をみる。 

 

 ２ 人工知能により、過去の偉大な芸術家の手法を用いて新たな作品を生み

出すことの是非について、議論している中学生４人のやりとりを読む。論理

的な展開を正確に把握し思考する力や、意見の要旨を読み取って的確にま

とめる力、また、批判的な思考を通じて、根拠と主張の結びつきを論理的に

判断する力をみる。さらに、基礎的な文法と語法の知識を用いて、英語で表

現する力をみる。 

 

 ３ 一般に知られていない皮膚の働きを解明するために行われた様々な調査

と専門家による見解をまとめた科学的研究の紹介文である。各段落で示さ

れる研究と成果、実験の意図などを、正確に読み取る力をみる。また、基礎

的な知識に基づいて、文脈や文の構造を把握して英語を補う問題も加え、文

章の展開を論理的に把握し思考する力、および表現する力をみる。 

 

 

 



R03　　一般入学者選抜　　　自校作成問題　応答率
配点 正答％ 部分点％ 誤答％ 無答％

①A 2 74.0 0.0 25.5 0.5 74.0

①B 2 66.0 0.3 33.0 0.8 66.1

①C 2 36.2 0.8 63.0 0.0 36.6

①D 2 56.0 0.0 41.0 2.9 56.0

② 4 29.0 14.7 43.4 12.9 36.4

③ 8 11.0 68.1 9.1 11.8 60.1

① 3 38.9 37.5 23.6 0.0 56.6

②A 2 59.8 0.0 40.2 0.0 59.8

②B 2 78.3 0.0 21.7 0.0 78.3

②C 2 63.3 0.0 36.7 0.0 63.3

③上 4 32.4 36.5 29.5 1.6 50.7

③下 4 12.9 51.5 32.2 3.5 38.6

④X 2 80.7 0.0 19.3 0.0 80.7

④Y 2 79.1 0.0 20.9 0.0 79.1

④Z 2 83.1 0.0 16.9 0.0 83.1

⑤ 3 27.3 4.0 67.3 1.3 29.9

⑥ 2 82.3 0.8 16.6 0.3 82.7

①A 2 97.9 0.0 2.1 0.0 97.9

①B 2 97.3 0.0 2.7 0.0 97.3

② 6 4.6 72.1 13.7 9.7 43.4

③X 2 64.1 0.0 35.9 0.0 64.1

③Y 2 81.2 0.0 18.5 0.3 81.2

④ 4 56.3 0.0 43.2 0.5 56.3

⑤ 4 14.5 12.9 56.6 16.1 22.4

正　答＝正答としたもの（％）

部分点＝部分点を与えたもの（％）

誤　答＝誤答としたもの（％）

無　答＝無答（％）

英語 得点率

57.4

1

2

3

54.6

59.7

57.1



英 (1) 
 

  英  語 (45 分)  

１ この問題は，放送を用いて行います。ある中学校で３年 A 組の Saori, Mike, Yoshiki

の三人がデジタルタイムカプセル（a digital time capsule）について話し合いをしてい

ます。会話を聞いて，次の問いに答えなさい。英語は２回読まれます。聞いている間メ

モをとってもかまいません。 

 

①  次は話し合いの後で Mike が作成したポスターです。(  A  ) ～ (  D  )に適切な英

語１語を入れなさい。ただし，数字は使用してはいけません。 

 

 

3-A CLASS EVENT  ～ A Digital Time Capsule ～ 

   Let’s do something interesting together before graduation!  

        ◎ What is a digital time capsule? 

      1  We put our favorite things in the capsule.  

         2  We put the capsule on the (   A   ). 

         3  We cannot (   B   ) the information after we put it  

in the capsule.   
    
      ◎ When will we open the capsule? 

           We will open it when we are (   C   ) years old.   

            

      Please come to our meeting and tell us your ideas.  
             Date: (   D   ) 9th, after school 
             Place: 3-A classroom 
                                            

 

 

②   話し合いの中で Saori が後で確認することになった事柄は何ですか。日本語で答えな    

さい。 

 

③   最後の Saori の質問に対して，あなたならどのように答えますか。具体的な内容とそ

の理由を，指定された書き出しで，30 語程度の英語で書きなさい。ただし，書き出しの

３語は語数に含めません。また２文以上になってもかまいません。「，」「.」「“」「”」な

どの符号は語数に入れません。「don’t」などの短縮形は１語とします。 

“I will put                                          .” 



英 (2) 
 

 

＜メモ欄＞ 
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２ Abe 先生（Mr. Abe）の授業で，人工知能（AI）を話題にして意見を出し合っています。

その話し合いを読んで，問いに答えなさい。 

Mr. Abe: Look at this.  (1)これは AI が描いた絵です。 With the help of AI a group of 

people created a new work by using the skills and ideas of a great comic artist 

who no longer lives.  The same kinds of things are done in some forms of art.  

Should we use AI which creates new works of great artists who aren’t living?  

Give us your ideas. 

Toshi:   If we use AI, we can enjoy a lot of wonderful works with the skills and ideas of 

artists who aren’t alive now.  Imagine that we can see a great picture of Tokyo 

Skytree by Hokusai.  Wow!  Can you imagine that?  I also hear that the 

artists in some forms of traditional art in Japan are very old, but many young 

people don’t want to learn their skills, so such forms of art are disappearing.  AI 

can stop this.  (2)These points will make our culture richer. 

Eriko:   You are right, Toshi.  I feel sad to hear that some forms of art are disappearing.  

But if many new works of the great artists of the past are created, young artists 

can’t get a chance to show their works to the world.  This is another sad story.  I 

think we should   A   instead of keeping traditional art.  I want them to create 

new works.  It can make our culture richer. 

John:    AI shouldn’t make new works of great artists, but I have a reason which is 

different from Eriko.  To create good works, the artists’ ways of thinking are 

very important.  They see and feel the world around them, they understand it, 

and they use the information when they make their works.  We never know 

(  X  ) the artists think about the things which are happening in today’s world.  

It means that the works made with the help of AI are not the original works. 

Mary:    I see, but we can also   B  .  AI has learned the skills and ideas of great 

artists.  AI can learn what people are interested in, too.  Therefore, it will 

create things which meet the needs of our times.  AI can make better works. 

John:    Yes, we can give a lot of information to AI.  But (  Y  ) gives it?  I think that 

people who do this can choose the information they want to use.  AI’s art is the 

work of the people who choose the information.  So this work created with  

such information will not be as good as the original work.  (3)【 is / of / not /  

such a work / the work / the great artists 】. 

Mary:    I understand, but I think AI will be a good artist in the future.  AI can work 

for a long time without sleeping, and make many works in a short time.  We  

can   C  .   

Eriko:   Good idea, Mary.  Now I have changed my mind.  We don’t have to decide 

(  Z  ) works are better, the works with the help of AI or the original works.  AI 

is a new artist and is creating its own art.  Young artists and AI can rival each 

other.  That’s great. 

Mr. Abe:  Thank you for your ideas.  Are there any other ideas?  
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注） create  ～  ～を作り出す work 作品 ski l l  技術 n o lo n ger  ～  もはや～ない fo rm  形態 

a l i v e  生 き て い る  i m a g i n e  ～  ～ を 想 像 す る  T o k y o  S k y t r e e  東 京 ス カ イ ツ リー 

Hokusai 葛飾北斎（江戸時代の浮世絵画家）  disappear 消える  rich 豊かな  the past 過去

i n s t e a d  o f  ～ i n g  ～ す る か わ り に  o r i g i n a l  も と の  t h e r e f o r e  そ れ ゆ え に  

meet the needs 需要に合う  times 時代  in a short time 短時間で  rival ～  ～と張り合う 

 

 

① 下線部(1)の日本語を英語に直しなさい。 

 

② 本文中の  A   ～   C  に入る最も適切な表現を次のア～エから一つずつ選び，記号で 

答えなさい。ただし，同じ記号は繰り返し使ってはいけません。 

ア give AI more information about today’s world  

イ choose a good work from them 

ウ use more money and time to help young artists 

エ ask the artist to stop using AI 

 

③ 下線部(2)が指す内容を二つ，それぞれ 30～40 字の日本語で答えなさい。ただし「，」「。」  

アルファベットも１文字とします。 

 

④ 本文中の(  X  ) ～ (  Z  )に入る最も適切な語を次のア～オから一つずつ選び，記号で

答えなさい。ただし，同じ記号は繰り返し使ってはいけません。 

ア what    イ when    ウ where    エ which    オ who  

 

⑤ 下線部(3)の【  】内の語（句）を適切な文になるように並べかえなさい。ただし，文  

頭にくるべき語（句）も小文字で示しています。 

 

⑥ 話し合いの最後まで Abe 先生の出した問いかけについて否定的な意見をもっていた人

が一人います。その人の名前を英語で答えなさい。 
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３ 次の英文を読んで，問いに答えなさい。                                                                     

A lot of researchers in the world have studied about human skin and many people 

are surprised at the things they have found.   

Human skin can sense more things than you think.  Some researchers think it can 

sense color and sound.  There are some interesting tests.  When a part of a person’s 

skin was injured, it usually recovered 24 hours later, and it recovered after 24 hours 

under white light, too.  However, it recovered faster under red light, and under blue 

light it recovered more slowly.  Another test was about a kind of traditional music of 

Bali.  The state of the people playing that music changed a lot.  The musicians felt very 

excited, and many people listening to it also showed the same kind of change.  But 

people listening to the recorded CDs of the music at home didn’t change in the same way.  

(1)A group of researchers wanted to know the reason.  Then, when the music was played 

in front of them in Bali, they covered each listener’s body with a sheet and cut off the 

sound.  Only the head wasn’t covered.  These listeners didn’t get excited.  So (2)the 

researchers have begun to think that humans can sense sound with their skin.   

Human skin can also influence people’s feelings.  People often feel happier when 

they (  X  ).  At some restaurants, when a server touched the hands of people who were 

going to pay, they gave a larger tip to the server.  At some book stores, when a worker 

who was giving fliers at the door touched people coming into the store, they stayed in the 

store longer and bought more books.  Now it is difficult to touch other people, but 

touching people will make them happier. 

There was an experiment in America.  41 college students joined this.  A 

researcher told each college student to wait in a room.  Before the student entered the 

room, a young woman asked the student to hold a cup of hot or iced coffee while she 

wrote down information.  After that, the student waited in the room.  The researcher 

came into the room and asked how the student felt about her.  The researcher has found 

that many students had (  Y  ) feelings about the person who gave hot coffee than the 

person who gave iced coffee.  Hot coffee makes people happier and they have good 

impressions of the people who give them hot coffee. 

Why does human skin have many functions?  One researcher answers this question. 

Animals which get a lot of information can survive in nature.  Skin helps us when we 

sense the things around us.  So it means that skin has protected humans for a long, long 

time.   

Now we know some facts about skin.  But      Z     ?  No, we don’t.  We have to 

wait for more research to understand it.  The human skin is amazing. 

 

注） researcher 研究者  human 人間（の）  skin 皮膚  sense  ～  ～を感じる  part 部分  

injure ～ ～にけがをさせる recover 回復する state 状態 record ～ ～を録音する a sheet １枚のシート 

influence ～ ～に影響を与える server 給仕係 pay 支払う tip チップ，心付け flier ちらしの紙  

experiment 実験 iced coffee アイスコーヒー while ～  ～する間 impression 印象 function 働き  

survive 生き残る nature 自然界 fact 事実 research 研究  
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①   下線部(1)のように考えるきっかけとなった事例を次の表にまとめました。空所 A, Bに

入れるのに最も適切なものをそれぞれ次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

 

  インドネシアのバリ島の伝統音楽を聞いていた時の人々の変化 

・生演奏を聞いていた時 A 

・ＣＤを聞いていた時 B 

 

ア 興奮した        イ 落ち着いた     

ウ 探究心がわいた     エ 大きな変化はなかった    

 

② 下線部(2)の根拠となる実験の方法を日本語で簡潔にまとめなさい。 

 

③ 本文中の(  X  )，(  Y  )に当てはまる英語をそれぞれ次のア～エから一つ選び，記号で

答えなさい。 

(X)  ア are touched    イ are touching   ウ have touched   エ touch 

(Y)  ア good           イ better         ウ bad            エ worse 

 

④ 本文の内容と合わないものを次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア  When a part of the skin was injured, it recovered faster under red light than 

under white or blue light. 

イ  People who came to some book stores bought more books when a worker touched 

them before they entered the stores. 

ウ  A person who gave a cup of hot or iced coffee was asked about the impressions of 

the students in the room. 

エ  A researcher thinks that skin senses a lot of things around us and has helped 

humans for a long time. 

 

⑤ 本文の内容に合うように，   Z   に英語を書きなさい。語数は指定しません。 

 



 

 

 

１ 聞き取り問題 

 次の英語の会話が２回放送されるのを聞いて，問題用紙の指示に従って答える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Saori: 

 

 

 

 

Mike: 

Saori: 

Mike: 

 

 

 

 

Saori: 

Yoshiki:  

 

Mike: 

Saori: 

Yoshiki: 

Mike: 

 

 

Saori: 

Yoshiki: 

 

Mike: 

 

Saori: 

 

I want to do something together with all of our classmates because we will have  

the graduation ceremony next month.  I have an idea.  Let’s put our favorite  

things like books and pictures in a box called a ‘time capsule’ and put it under  

the ground.  But there is a problem.  It’s difficult to keep a capsule under the  

ground for a long time.  What do you think?   

I also think that is a problem.  How about a ‘digital time capsule’, Saori?    

What is it, Mike? 

A digital time capsule is not a capsule you can touch.  It’s a capsule on the  

Internet.  We can put the digital information about our favorite things in the  

capsule.  Because it’s on the Internet, we can keep it for a long time.  But  

remember this.  We cannot change the information after we put it in our capsule  

just like a capsule under the ground. 

That’s interesting.   

Yeah, I like it.  When will we open it?  I want to open it when we are 20 years  

old. 

No, that’s too soon.  Let’s open it 25 years from now. 

I agree.  When we are forty years old. 

OK.  Each of us will open it at home because it’s on the Internet, right?   

That’s not interesting!  It’s better for all of us to meet again here in this  

classroom.   Can we use this classroom again after so many years?  What do 

you think, Saori? 

I don’t know.  I’ll ask our teacher later.   

Thank you.  Then, let’s have another meeting after school on February ninth and 

talk about it again.   

I think it’s good to ask other classmates to join the meeting and talk about this  

event.  I’ll make a poster for them. 

That’s a good idea.  OK, let’s do it.  By the way, what will you put in your digital 

time capsule, Mike? 
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１

A

B

C

D

②

２

①

A

B

C

10

20 30

40

10

20 30

40

X

Y

Z

⑤ .
⑥

受 検
番 号

（算用数字）

志
願
校

解　答　用　紙

③

   I will put

  

①

④

②

③

・

・



※

３

A

B

②

X

Y

④

⑤

①

③
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１

A

B

C

D

②

２

①

A

B

C

亡 く な っ た 芸 術 家 の 技 術 や 発 想 を

用 い た 多 く の 素 晴 ら し い 作 品 を 楽

し め る こ と 。 (36)
40

若 い 後 継 者 が お ら ず 日 本 の 伝 統 芸

術 が 消 え つ つ あ る 状 況 を 人 工 知 能

が 止 め る こ と 。 (37)
40

X

Y

Z

⑤ .

⑥   John

  Such a work is not the work of the great artists          （完答）

④

ア

オ

エ

②

ウ

ア

イ

・

・

③

  This is a picture drawn [ painted ] by AI.

①

③

　  (I will put) the song we sang in the contest last year. 　It is a beautiful song.   I want

 to listen to it again with my friends and will be happy if we can sing it together. 

　何年もたって，（デジタルタイムカプセルを開ける時に，）教室を使えるかどうかということ。

 (34 words)  

解　答　用　紙

change

forty

Internet

受 検
番 号

（算用数字）

志
願
校

February



※

３

A

B

②

X

Y

④

⑤

ウ

　体の首から下をシートで覆って音を遮断し，生演奏を聞かせた。

  do we know [understand] everything about skin

③

ア

イ

①

ア

エ


